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今季号の表紙

「山形市もみじ公園」

撮影者
東根事業所　高橋　孝悦

もみじ公園は、山形で最大級の寺院であった真
言宗宝幢寺（ほうどうじ）の庭園だったもので、
寛文の頃（1665年前後）、時の城主松平下総守忠
弘が、江戸の庭師と共に山形城の本丸庭園の余石
と吉野のもみじを用いて、自ら石組みなどに手を
入れた庭と伝えられています。園内は心の文字を
かたどった池を巡ることができる池泉回遊式の庭
園で、四季折々の風情を楽しむことができます。
とくに、色濃く染まる秋の紅葉は、言葉に尽くせ
ないほどの美しさで、訪れる人を魅了します。
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平素は、私ども東北電気保安協会に対し格別のご愛顧とご理解を賜り厚

く御礼申し上げます。

このたび、６月22日をもちまして、森下前理事長の後任として当協会 

理事長に就任いたしました中野でございます。一言ご挨拶申し上げます。

当協会の事業は、「電気保安の確保とエネルギーの合理的使用を通じて、

地域社会の発展に貢献する」ことを目的としております。

東日本大震災以降、電力システム改革や再生可能エネルギーの大量導入

など電気事業を巡る環境が大きく変化する中にあって、電気保安の確保と

エネルギー使用の合理化の重要性は益々高まっており、当協会への皆さま

のご期待は、以前にも増して大きくなっているものと認識しております。

私は、このような事業環境の下、1,472名の従業員とともに、当協会に

対する皆さまからのご信頼、ご期待にお応えすべく、協会の技術力、組織

力を結集し、総力を挙げて事業に取組んで参りたいと考えておりますので、

前任者同様お引き立て賜りますようお願い申し上げます。

理事長就任のご挨拶

一般財団法人 東北電気保安協会　理事長　中野　春之
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国の花火師が競う大曲の花火全
─「大曲の花火」の歴史について教えてください。
　一般には「大曲の花火」で親しまれていますが、
正式名称は「全国花火競技大会」と言います。1910
年（明治43年）に「奥羽六県煙火共進会」が開催さ
れたのが始まりで、途中戦争などで中断がありまし
たが、今年で92回目になる、古い歴史を持っていま
す。毎年８月最終土曜日に、大仙市大曲地区の雄物
川河畔で開催されますが、約70万人の方が全国から
いらっしゃいます。その名の通り、全国から選ばれ
た花火師が競う競技大会で、総合優勝者には全国で
大曲と土浦の２カ所しかない内閣総理大臣賞が授与
されるほか、経済産業大臣賞、文部科学大臣賞、中
小企業庁長官賞、秋田県知事賞もある、非常に権威
のある大会です。
　競技は、夕方に始まる昼
花火の部と、夜花火の部か
ら成り、夜花火の部は10号
玉の部と創造花火の部で競
われます。競技の合間に
テーマに合わせて打ち上げ
られる、幅900ｍにわたる
ワイドスターマイン「大会
提供花火」も、大変な人気
となっています。

の賑わい創り出す「はなび・アム」街
─�今年８月５日にオープンした、この施設の特徴に

ついてお聞かせください。
　ここは花火伝統文化継承資料館、愛称が「はなび・
アム」と言います。計画の始まりとしては、まず平
成26年に、大仙市、大曲商工会議所、大仙市商工会
の三者で「大曲の花火」というブランド力をいろい
ろな産業に活かせないかということから、大仙市花
火産業構想というのが策定されました。その中で花
火の文化的価値を高めて継承し、地域経済の活性化
につなげ、また生涯学習機能を併せ持った交流拠点
として「はなび・アム」が建設されたというわけで
す。
　建物は４階建てとなっており、１階と２階が生涯
学習のエリアで、市民の方のサークル活動や研修な
どにご利用いただけます。３階と４階が花火資料館
のエリアで、平成20年から花火に造詣の深いボラン
ティア団体の皆さんに、市と協働で国内外の花火関
連資料の収集・整理・保管活動をしていただきまし
た。また、全国各地の花火関係者や花火愛好家の皆
さんのご協力により、花火大会のプログラムやポス
ター、記録映像、書籍や古文書など、貴重な資料も
収集できました。花火の資料がこんなに揃っている
ところは、ほかにありません。
　３階の資料展示室ではその一部を展示しており、

今季号のお客さま

70万の大観衆を魅了する
全国花火競技大会「大曲の花火」

秋田県大仙市
花火伝統文化継承資料館 はなび・アム さま

「花火大会」は数知れずありますが「全国花火競技
大会」と言えば「大曲の花火」。全国から大勢の花火ファ
ンが集まる「大曲の花火」の歴史や文化を広く発信す
るべく、地元大仙市に花火伝統文化継承資料館「はな
び・アム」がオープンしました。貴重な資料や「はな
びシアター」なども備え、多くの人に愛される資料館
を目指しています。

本日は「はなび・アム」竹村 宏之館長をお訪ねし、
弊協会大曲事業所長 畑本 稔がお話をうかがいました。

花火伝統文化継承資料館
「はなび・アム」館長

竹村 宏之さま

東北電気保安協会
大曲事業所長

畑本 稔

花火伝統文化継承資料館
「はなび・アム」
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定期的に入れ替えていくことになっています。４階
は常設展示のフロアで、花火の起源や歴史、種類や
製造方法などを紹介しています。４階には「はなび
シアター」もあり、４Ｋの高精細な花火映像を４面
マルチスクリーンでご覧いただくことができます。

しみながら新しい企画を楽
─�「はなび・アム」は市民の方や花火ファンが集う

憩いの場になりますね。
　「はなび・アム」は秋田新幹線大曲駅から徒歩10分、
花火大会の会場にも比較的近く、たくさんのお客さ
まに足を運んでいただける場所ですし、近くの商店
街にも賑わいが生み出せるものと思っています。入
館料は無料で、自由にご覧いただけますので、何度
でも訪れていただける資料館を目指しています。
　３階フロアの企画展示では、夏の花火大会の機会
には特別な企画展示を考えていますし、それ以外の
シーズンもじっくりと花火の神髄にふれていただけ
るような魅力をつくり出せると思います。ちょっと
した遊び心を加えて、これから私たちスタッフも楽
しんで新しいアイデアを出し合っていきたいと思っ
ています。

えるための大切な維持管理伝
─�施設の管理面で気を配っていることはありますか。
　イベントなどの時には来館者の方が多くなります

ので、やはり安全第一ということが基本です。さら
に貴重な資料を収集、保管し、また長く保存して次
の代にも伝えていくという役割もありますので、常
に温度や湿度に気を配っていかなければいけないと
感じています。

客さまのための、電気の使い方お
─�空調設備など電気の使用にあたって何か気になっ

ていることはありますか。
　この施設で電気を使い始めたのは５月でしたが、
オープンは真夏でしたので電気の使用量も急上昇で
した。使ってみないとわからないこともありますが、
訪問されるお客さまに快適に楽しくご利用いただけ
るよう、こういった施設運営における電気の効率的
な利用方法や省エネについて、ぜひアドバイスをい
ただければと思います。

　弊協会では電気の使用に関することや、省エネの
こと、電気を安全に利用していただくための無料セ
ミナーなども行っていますので、いつでもお声がけ
ください。本日は「はなび・アム」さまの将来に向
けた、楽しい元気の出るお話をうかがうことができ
ました。たいへんありがとうございました。

全国に名高い「大曲の花火」
その歴史と魅力を伝え、継承していくために

自分で自由に作った花火をスクリ
ーンに打ち上げる「はなび創作工房」

高精細な４Ｋの花火映像を４面
のマルチスクリーンで上映する�
「はなびシアター」

花火の起源や歴史、花火づくりの技を体感できる
「展望展示ホール」

影絵の巨匠・藤城清治氏の作品
「大曲の花火」（レプリカ）

全国から収集した資料を展示する「花火資料室」
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鳴動！漏電火災警報器、不要配線からの漏電
むつ事業所 木下 直哉

不要となった配線が撤去されず活線状態だったた
めに漏電に至った事例を紹介します。

〔状況〕
２月中旬、ある中学校の職員の方から「朝５時30

分に登校すると漏電火災警報器が鳴動していた。校
舎内を確認したが、特に異常や不具合は無く、数分
後に漏電火災警報器が自動的に復帰した。しかし、
安全上不安なことから点検してほしい」と連絡があ
り出動しました。

〔調査〕
40分後、学校に到着し主事さんと先生方に問診を

しましたが、特に変わったことはないとのことでし
た。屋外キュービクルから調査を行いましたが、現
状では漏電発生はなく、校舎を外観点検しましたが
異常は認められません。漏電箇所を特定するため、
屋外キュービクルの電灯25回路・動力16回路を８回
路毎に絞り、漏電探査装置を取付けし様子を見るこ
ととしました。

漏電が発生するのは短時間で、回路数が多いこと
から少し日数を要すると思い、近隣のお客さまの点
検時に毎日学校を訪問し探査装置を確認してきまし
た。６日後、漏電探査装置を確認したところ、校舎
２階電灯盤に漏電表示が残っていたことから、さら
に調査を進めると、電灯分電盤内のアース銅バー裏
側に、テーピング処理された配線が隠れており、活
線状態で盤に接触し漏電していました。

〔原因〕
数年前に増設した校舎の電灯分電盤内で、不要配

線のテーピング処理が不十分だったことから、冬期
間、校舎内の気温が下がり、テーピング処理部分に
付着した埃や湿気により漏電したものです。登校後、
空調暖房機を入れると校舎内の温度が上がり湿気が
蒸発、漏電が解消されるという事象が繰り返されて
いました。

〔復旧〕
２階分電盤の元ブレーカーをOFFにして不要配

線を撤去し復旧しました。

〔お客さまの声〕
教頭先生からは「漏電火災警報器が鳴動して、復

帰する状態が何日か続いて非常に恐怖でした。その
都度対応していただきありがとうございました。」
と感謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
不要な配線により、付着した埃や湿気で漏電にい

たることもあることを知ることができた事例です。
お客さまに安全安心な電気設備をお使いいただくた
め、日々の点検から設備改修の重要性をご理解いた
だけるように、問診や対話によりコミュニケーショ
ンを図ってまいります。

配線が隠れていた分電盤

配線が隠れて
いた箇所
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東日本大震災の影響が数年経って現れた高圧ケーブル損傷が原因の全停電事故
白河事業所 橘内 史貴

年明け早々、高圧ケーブル損傷停電事故が発生し、
緊急的に高圧ケーブルの取替えを要するも、電気工事
会社、メーカー共に営業していないという厳しい状
況で、操業開始前日に復旧できた事例を紹介します。

〔状況〕
今年１月の仕事始めの日の早朝、市内の製造業の

お客さまから「工場内が停電している」と電気事故
受付センターに電話連絡があり、事業所に緊急出動
要請がありました。直ちに出動し現地に到着したと
ころ、構内第一柱の地絡継電器が動作し、高圧気中
開閉器（ＰＡＳ）が開放していました。実は、前日
も同様の事故で対応しており、その際は、絶縁劣化
診断（6,000ボルト印加）を実施しましたが、測定し
た絶縁抵抗値は一括150メグオームと安定し、電気
設備の外観上も問題がなかったことから受電復旧
し、その後の異常もありませんでした。

〔調査〕
前日と同様に絶縁劣化診断（6,000ボルト印加）を

実施したところ、絶縁抵抗値がほぼ０メグオームを
示しており、受電設備のどこかで地絡事故（漏電）
が発生していることが判明しました。原因を特定す
るため、高圧回路を分割し絶縁劣化診断を実施しま
した。高圧気中開閉器（ＰＡＳ）負荷側から断路器

（ＤＳ）の電源側間で測定値０メグオームであるこ
とから、電力計器用変成器（ＶＣＴ）または高圧ケー
ブルのいずれかが原因と推測しました。

〔原因〕
電力会社に電話でＶＣＴの切離しを依頼し、電力

会社指定電気工事会社が当該機器を切離した後に分
割測定した結果、高圧ケーブルの１線（Ｔ相）が原
因で地絡事故を起こしていることが判明しました。

〔復旧〕
高圧ケーブルが原因と特定できたことから、電気

工事会社やケーブルメーカーに電話連絡をとったも
のの、仕事始め前であることに加え、高圧ケーブル
が150㎟と一般的に使用している規格より太く、同
規格の高圧ケーブルの在庫がない状況から、復旧に
はかなり時間がかかると思われました。そこに、当
該お客さまの受電設備を施工した電気工事会社から

「各関係取引会社に連絡をとり、何とか高圧ケーブ
ルの手配がついた」との連絡がありました。１月６
日に高圧ケーブルが現地に届けられ、弊協会立会い

のもと電気工事会社で取替工事を行い復旧すること
ができました。

引き抜いた高圧ケーブルの外観を確認したとこ
ろ、測定値不良であった高圧ケーブル（Ｔ相）に損
傷箇所（擦れた様な痕跡）がありました。お客さま
のお話によると、東日本大震災の時に構内第一柱が
傾斜し、高圧ケーブルが引っ張られた可能性がある
とのことでした。

〔お客さまの声〕
「年末年始の休業中の停電事故で、明日から操業

開始できるか心配でしたが、皆さんの努力のおかげ
で設備復旧が間に合いました」と感謝の言葉をいた
だきました。

〔まとめ〕
今回の事故は、年末年始の連休中であり、さらに

在庫があまりない太い高圧ケーブルの交換であった
ことから、本来であれば復旧にかなりの時間を必要
とする事故でした。事故調査に協力していただいた
電力会社さま、電気工事会社さま及びお客さまのご
協力により、操業開始前日に設備復旧ができました。

また、事故が起きてしまうと復旧に時間を要し、お
客さまの操業に支障をきたすことから、日頃からの
計画的な設備更新が重要であることを実感しました。

損傷していたケーブル 復旧後のケーブル
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3kV設備の停電事象調査に関わる技術支援

高圧３kV設備を有するお客さま設備で発生した停電事故事象と、原因調査に関わる技術支援事例をご紹介
いたします。

高圧設備に設置される地絡過電圧継電器（以下「ＯＶＧＲ」という。）は、高圧電路のケーブル、機器等の
絶縁劣化、電路と大地間が接触して起こる地絡事故を検出する保護装置です。

組み合わせる異常検出装置（当該設備においては零相電圧検出装置、以下「ＺＰＤ」という。）により地絡
事故時に発生する異常電圧（Ｖｏ）を検出し、その異常電圧（Ｖｏ）が設定値を超えると動作するもので、
遮断器等を開放（停電）させることで保護し、変圧器二次側に接続される電路内の全ての地絡事故を検出し
ます。

今回は、ＯＶＧＲ動作によって停電となり、点検を行うも異常が認められず、復電操作を行ったところ再
度ＯＶＧＲが動作する事象が発生したことから、原因調査のための技術支援を行いました。

1　当該設備の概要
当該お客さま設備は、３kVモーターを有す

るプラント設備であり、高圧６kV受電設備か
ら６kV ／３kVの連絡用変圧器（タイトランス）
を介し３kV設備に送電しています。

６kV側回路と３kV側回路は、タイトランス
で絶縁されており、３kV側の地絡保護用にＺ
ＰＤとＯＶＧＲが設置されています。（図１）

２　停電事故の状況
①�３kV系設備停止中（一部処理設備除き）に

３kV側ＯＶＧＲが動作し、３kV主遮断器が
開放（停電）していた。

②�３kV設備の点検後、異常が認められないた
め主遮断器の復電操作を行ったが、ＯＶＧＲ
動作により３kV主遮断器が開放（停電）した。

③�該当設備の絶縁抵抗測定値には異常が見られ
なかった。

④�電力会社と確認のうえ、ＯＶＧＲの設定値を
変更し３kV主遮断器の投入に成功した。

⑤�３kV主遮断器の投入後、ＯＶＧＲの異常電
圧（Ｖｏ）表示値が通常時より高い値を示し
たが、徐々に値が下がっていった。

⑥�同様の停電及び復電時の再停電事象が期間を
おいて過去２回発生したが、その後は正常に
稼動している。

PAS

屋外

屋内

VTT

6kV 主遮断器

CTT
200V 系動力他 高圧コンデンサ

3kV 主遮断器

6kV/3kV

変圧器

CTT

VTT

ZPD ［測定箇所］
① 6kV 線間電圧［V］
② 3kV 線間電圧［V］
③ PAS-ZPD 出力［mV］
④ 3kV-ZPD 出力［mV］
⑤ 6kV 電流［A］
⑥ 3kV 電流［A］

処理場

屋外

高圧モーター

DGR

OVGR

Ｍ Ｍ Ｍ

図１　単線結線図（簡略）
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３　現地調査
①�受変電設備の設置状況を確認しましたが、外観上

機器の不備、設置の不備は見られませんでした。
②�高速記録装置を使用し、各測定箇所（図１）のデー

タを同時測定しました。（測定期間は、夕刻から
翌昼）（図２）

③�測定結果から以下について確認しました。
　ａ　�６kV側及び３kV側の電圧は、概ね変圧器の

変圧比どおり出力し、一次側、二次側の電圧
変動時はお互いに同様の変化が現れている。

　ｂ　�配電線を含む６kV側の地絡（夜間に配電線の微地絡と思われる）は、変圧器で絶縁され３kV側に現
れていない。

　ｃ　�稼動時には３kV側ＺＰＤ出力に高調波成分が多く見られ、ＯＶＧＲへ零相電圧として入力されている。

４　考　察
調査結果及び測定データを踏まえ、設備停止時における３kV主遮断器の開放動作と、３kV主遮断器投入

操作時に零相電圧が発生しＯＶＧＲ動作（停電）となった可能性を考察しました。
①３kV主遮断器の開放動作について

ａ　�他物接触などの一時的な地絡による動作。
ｂ　�配電線の大きな電圧変動により電圧が不平衡となり、３kV側電路内に現れる残留電圧が、零相電圧と

して検出され動作。
②３kV主遮断器投入操作時の零相電圧発生について

ａ　�投入操作時の電圧変動、又は３kV側負荷設備の一時的な不平衡による動作。
ｂ　高調波による誤動作。

３kV側負荷の再稼動時に高調波成分が発生するとＯＶＧＲに零相電圧として入力される。当該ＯＶＧ
Ｒは、内部フィルタにより基本波成分以外が抑制されているが、過大な入力が継続した場合、ＯＶＧ
Ｒの検出値に影響を与える可能性がある。

５　今後の対応
調査結果を踏まえ、原因の特定と今後の対応を検討するため、以下の再測定と確認を実施しました。

①３kV側電路の高調波測定を実施し、周波数成分と発生レベルを確認する。
②３kV側ＯＶＧＲ入力値を一定期間計測し、入力レベルと周波数成分を確認する。
③３kV側主遮断器開放（停電）状態から、投入操作時の零相電圧発生の再現を確認する。
④ＯＶＧＲの高調波特性の確認試験を行う。

今回ご紹介した事例は継続して原因調査中でありますが、電気設備における停電事故は、業務に多大な影
響を及ぼす恐れがあります。総合技術センターでは、今回のような停電事故の原因調査の他にも、事業所単
独で実施が困難な電気事故探査や試験の技術支援を行っております。

0

時間　10［ms/DIV］

+

-

［V］
［mV］
［A］

図２　測定波形例
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平成29年度に管内で発生した電気事故は62件で、前年度の60件に比べ２件増加しました。
事故を種類別に見ると、感電等死傷事故が８件（前年度８件）、主要電気工作物の破損事故が30件（前年度

31件）、自家用電気工作物からの波及事故が20件（前年度13件）でした。その他、発電支障事故が２件、電気
火災事故、電気工作物に係る物損事故がそれぞれ１件発生しました。（図１、図２）

平成29年度　東北６県及び新潟県の電気事故の概要

発
生
件
数
（件）
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※１　平成２８年度から電気事故報
告対象（10万KW以上の発
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※２　平成２７年度までは、法第106
条により報告を求めた事故
件数を計上
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図1　電気事故発生件数の推移（電気事故の種類別）
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図2　電気事故発生件数の推移（電気工作物別）
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平成29年度の感電等死傷事故は８件で、前年度と比べ増減なしとなりました。
被災者別に見ると、作業者によるものが５件、公衆によるものが３件でした。（図３）

2　感電等死傷事故

●感電事故事例：平成29年7月
月次点検作業終了後、変圧器のPCB
含有量調査のため、変圧器の銘板を見
ようとした。その際、VTの高圧ヒュー
ズ部に左肩が触れ感電した。

事故原因
・予定外の銘板確認調査を行った。
・�充電中にもかかわらず、防護具を着用
せずに近接作業を行った。
感電事故防止のために
・�予定外の作業は行わないよう徹底しま
しょう。
・�変圧器やコンデンサ等の電気工作物
の銘板等を確認する際は、以下のこと
に注意しましょう。
①�原則として停電時に実施するように
しましょう。
②�電気主任技術者等へ相談のうえ、
適切な手順・方法で実施しましょう。
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図3　感電等死傷事故件数の推移（被災者別）
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×
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放熱板に接触
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原因別に見ると、『自然現象』が８件で最も多く、『保守不備』が４件、『故意・過失』が４件となっています。
『自然現象』の８件すべてが「雷」によるものです。
『保守不備』の４件すべてが「自然劣化」によるものでした。
『故意・過失』の４件中、「作業者の過失」によるものが２件発生しています。高圧気中負荷開閉器のＤＧ

Ｒ試験のため、トリップコードをＰ１・Ｐ２端子（ＶＴ二次側）に接続、誤って短絡させ、ＶＴが焼損する
事例等がありました。また、事業場の「火災」によるものが２件発生しており、高圧ケーブルが焼損した事例、
高圧ケーブル等を含む高圧受電設備が焼損した事例がありました。

平成29年度の波及事故は20件で、前年度に比べ７件の増加となりました。すべて自家用電気工作物からの
波及事故でした。（図４、表１）

図4　波及事故件数の推移（原因別）

3　他社への波及事故

原因大分類 設備不備 保守不備 自然現象 故意・過失 他物接触
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表１　自家用波及事故発生電気工作物別・原因別発生状況（平成29年度）
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エネルギー監視サービス導入による省エネ
～株式会社八郎潟印刷さまの省エネへの取組み～

今回ご紹介する株式会社八郎潟印刷さまは、企画、デザイン、印刷及び製本をはじめとした、お客さまの情
報発信をサポートする総合印刷業を営んでおられます。

〔導入経緯〕
お客さまから「最近、電気料金が高くなっている」

とのご相談が弊協会にあり、省エネ提案も含めて対
応させていただきました。

お客さまを訪問し、事務所、工場などの電気設備
や機械設備を点検チェックさせていただくととも
に、ここ数年のデマンド値※と使用電力量などを確
認させていただきました。その結果、 電気料金が高
くなった要因は、普段60kW程度で推移しているデ
マンド値が、暖房が稼動する冬季（１月）になると
70kW程度に上昇することによるものでした。

設備の使用状況を再度調査したところ、工場の印
刷機械と空調機の稼動時間帯がちょうど重複するこ
とで、デマンド値が上昇したものと判明しました。

〔対策のご提案〕
電気料金が高くなった要因がデマンド値の増加に

よるものであることから、エネルギー監視サービス
によるデマンド監視をご提案し、導入していただく
こととなりました。

エネルギー監視サービスは、デマンド値を常時監
視するとともに、デマンド値の超過が予測される場
合は、お客さまにメールでお知らせするものです。

株式会社八郎潟印刷さまの場合、デマンド超過が
予測されるときには、空調機や印刷機械など稼動機
器の台数等を手動により調整することで対応するこ
ととしました。これにより12kWのデマンド値の削
減が見込まれます。

〔導入効果〕
エネルギー監視サービスの導入による電気料金

（基本料金）の削減効果は、月額約13千円、年間に
すると約156千円と試算されます。

加えて、過去の電気使用状況をＷｅｂ画面で確認
できるため、これらのデータを活用し設備運用の改
善につなげることができれば、更なる省エネが可能
になります。

〔お客さまの声〕
お客さまからは「エネルギー監視サービスを導入

し、電気の使用状況が目に見えるようになり、社員
の省エネ意識が向上した。導入して良かった」との
お話をいただきました。

〔まとめ〕
今回は、「エネルギー監視サービス」のご提案を

通じてお客さまの省エネへの取組みに貢献すること
ができました。

弊協会では、これからもより多くのお客さまの省
エネをお手伝いしたいと考えております。検査員が
訪問した際はお気軽にお声がけください。

株式会社八郎潟印刷さま

※デマンド値：�30分間の平均需要電力値。契約電力が500kW未満の場合、その月（当月）の最大デマンド値と過去11ヶ月の最大デマンドのうち、いず
れか大きい値が契約電力となります。

エネルギー監視サービス装置取付の様子

ゲートウェイ
（スマートメーターから
データを収集する端末）
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鳥獣被害対策の電気さく施設における安全確保について

平成27年に鳥獣による農作物被害の防止を目的に設置した電気さくに起因する公衆感電死傷事故が発生し、
マスコミ報道でも大きく取りあげられました。

こうした痛ましい類似事故を防止するため、電気さくを設置している又は設置を計画されているお客さま
は、次に記載した基準及び安全のための設置ポイントを必ず守っていただくようお願いします。

ご不明な点は、弊協会事業所にお問い合わせください。

○「電気さく」設置の際に守らなければならない基準
①電気さく用電源装置は、出力電流を抑制するものであること。
②危険である旨の表示をすること。
③漏電遮断器（電流動作型　定格感度電流15mA以下、動作時間0.1秒以下）を設置すること。
④電気を供給する電路には、容易に開閉できる箇所に専用の開閉器を設置すること。

（出典：「電気さくの正しい設置のお願い」（経済産業省　平成29年２月版）より）
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福島江土地改良区さまは、昭和27年２月25日に設立
され、日本一の大河「信濃川」より取水した農業用水
を長岡市の東側や見附市の田畑、約3,422haに供給し
ています。市内を南北に流れる福島江用水路は、４月
上旬から中旬にかけ、約200本の桜が用水路を覆うよ
うに咲き乱れ、長岡市の桜の名所として市民に親しま
れています。また、台風や低気圧などによる記録的豪
雨や強風による異常気象の常態化が懸念される中、農
地や周辺環境への影響を最小限にとどめるよう排水施
設の適切な管理を行っています。土地改良区に課せら
れた基本的な使命は、農地の整備と農業基幹水利施設
の適切な管理を通じ、安全安心な食糧供給の基盤整備
に資することです。

今回は、機場設備の運転員や連絡員の方々とともに
安全な機場運転を行なうため、電気事故の状況や災害
発生時の対応など、今後の活動に役立つよう受講して
いただきました。

セミナーの内容
今回のセミナーでは、弊協会セミナー資料「電気は

正しく安全に使いましょう」を中心に、突然停電した
時の確認方法やＤＶＤ「ここがポイント！日常巡視～
電気事故を未然に防止～」を視聴していただきました。

資料及びビデオ視聴により日常巡視点検の重要性を
感じてもらい、機場での運転管理に活かしていただく
とともに、安全作業に対する理解を深めていただきま
した。

また、福島江土地改良区さまで前年度に発生した電
気事故の状況（カラスの営巣・蛇の侵入など）について、
概要、事故防止の対策を運転員や連絡者の皆さまにご
説明し、再発防止を図っていただくこととしました。

セミナー受講後の感想
●�全停電が発生した時の対応について、わかりやすく

説明してもらった。
●�日常巡視点検の重要性について役立った。
●�ミリアンペアという小さな電流でも、死に至ること

があるので注意する必要を理解した。
●�感電事故防止は、漏電遮断器とアース線の取付が大

事であることを学んだ。
●�カラスの営巣は、我々の点検が大事になってくるの

だと感じた。

などのご感想をいただきました。

長岡事業所
福島江土地改良区さま

福島江土地改良区さま

セミナー風景

理事長さまご挨拶

福島江用水路さくら風景
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トラッキング現象とその防止について

タンスや冷蔵庫などの裏にある、コンセントに長期間差し込んだままのプラグにホコリが溜まっているこ
とがあります。このホコリが湿気を吸い、差込プラグの刃の間で微弱な電流が流れて、長い間に炭化し過熱
して発火することがあります。これを“トラッキング現象”といいます。

●�コンセントから差込プラグを抜いて、乾いた雑巾で拭き取りましょう。
●�コンセントや差込プラグが変色していたらトラッキング現象が進んで

火災のおそれがある状況です。電気工事店に相談して、新しいコンセ
ントと差込プラグに交換しましょう。

●�近年は、トラッキング防止用のカバーが販売されています。このカバー
は、トラッキングの元になるホコリを入りにくくします。タンスや冷
蔵庫の裏側にあるコンセントを使用するときは、トラッキング防止カ
バーの取付けをお勧めします。

トラッキング現象のメカニズム

トラッキング現象の防止について

秋の天気の良い日、タンスや冷蔵庫などの裏にある差込プラグを抜いて掃除してみませんか

長期間コンセントにプラグを差し込んだままにしていると、トラッキング現象により最悪の場合発火する
ことがあります。今回は、トラッキング現象とその防止についてご紹介いたします。

①�コンセントに差し込ん
だプラグにホコリが溜
まります。

②�ホコリに湿気が付着す
る。

③�プラグの刃の間に微小
な放電が発生。

④�最悪のケースでは差込
みプラグより発火に至
ります。

トラッキング防止カバー

微小な放電が繰り返し発生する
ことで表面に炭化経路、すなわち
トラックが形成されます。

差込みプラグにホコリがた
まっている。

プラグのホコリに湿気が付
着する。

微小な放電が繰り返し発生
する。 発火する。
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郡山事業所は、毎年８月の経済産業省主唱に
よる「電気使用安全月間」の活動の一環として、
郡山市内の公立保育所の電気設備の安全点検を
実施しており、今年は、６箇所の保育所に３日
間かけて延べ12名出動しました。

この活動は、平成29年に保育所を担当する郡
山市こども部こども育成課さまから、市が進め
る「安心して生き生きと暮らせる子育て環境の
充実」の一環として、郡山市内にある公立保育
所25箇所の電気設備の特別安全診断の要請があ
り、その要請にお応えして実施をすることとし
たものです。平成29年は５箇所実施しました。

当日は、始めに電気設備の不具合がないか、
気になる点はないか聞き取りを実施しました。
その後、実際に使用している電気器具や配線の
状態など電気使用場所の外観点検、外にある分
電盤での漏れ電流測定、接地抵抗測定及び配線
と開閉器接続部の放射温度計による温度測定な
どの安全診断を実施しました。

安全診断を実施した後に保育所の職員の皆さ
まには、電気設備の使用状況の確認をしながら
コンセントやプラグの破損した状態では使用し
ないことなどをご説明しました。また、一般家
庭や商店等のお客さまの点検時にお配りしてい
る「電気安全のしおり」を使用し、日頃から電
気を正しく安全に使用していただくための注意
点などについてご説明し、ご理解を深めていた
だきました。

こども育成課のご担当の方からは、「電気設
備の安全診断を実施していただき、安心して生
き生きと暮らせる子育て環境の充実が図れる」
と感謝の言葉をいただきました。また、保育所
の方からも「電気は見えなくて不安なことから、
安全な使い方を知ることができて良かった」と
お話をいただきました。

私たちは電気使用安全月間などの様々な機会
を捉え、組織の経営理念である「私たちは、電
気保安の確保とエネルギーの合理的使用を通じ
て、地域社会の発展に貢献します」のもと、こ
れからもお客さまに安全・安心をお届けできる
活動に積極的に取組んでいきたいと思います。

郡山市「保育所」さまの電気設備の安全診断

郡山事業所

室内分電盤の温度測定 屋外分電盤の温度測定

屋外分電盤の接地抵抗測定

屋外分電盤で漏れ電流測定
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Q ○の中に言葉を入れてください。

〒982-0007  仙台市太白区あすと長町三丁目2番36号 一般財団法人東北電気保安協会　広報情報グループ 宛
FAX 022-748-1275

電気★前号vol.274の
　正解は、 でした。

★前々号vol.273の応募者総数は95名、
　正解者は94名でした。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

　郵便はがき又はFAXにて、答え、郵便番号、住所、氏名、さしつかえなければお勤め先をご記入のうえ、
下記宛にお送りください。正解者のなかから、抽選で20名さまにクオカードを贈呈いたします。なお、
当選の発表はクオカードの発送をもって代えさせていただきます。
※ご応募いただきましたお客さまの個人情報は、当選賞品の発送やご意見・ご質問への回答にのみ使用いたします。

●締切り日　平成30年12月31日消印有効
　皆さまのご応募をお待ちしております。（本誌又は協会に対するご意見、ご感想などもお寄せください）　

ヒント：弊協会のホームページ「電気の安全情報」の「高圧受電設備更新の目安」をご覧ください。

受電設備にも〇〇があります。

お客さまの受電設備において、落雷などにより電気機器が損傷した場合、その損害は甚大なものになります。
弊協会は、ご契約をいただいているお客さまの負担軽減に役立つよう『受電設備保証保険』に加入し、機

器の損害を保証するサービスを提供しております。

受電設備保証保険の概要
１　お客さまの保険料負担はありません。
２　�不測かつ突発的な事故（落雷、水災、他物接触など※）により、お客さまの受電設備が損壊した

場合、その損害をてん補します。（限度額：なし 免責額：２万円）
３　�上記２の突発的な事故による波及事故で、他者に対し法律上の損害賠償責任を負う場合、その

額をてん補します。（限度額：500万円　免責額：なし）
※自然災害では、落雷、水災のみが対象となります。

受電設備保証保険に加入しています
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オススメは「歩く」
上山ではぜひ「歩く」ことをオススメします。かみのやま温泉駅

から徒歩10分のところには、羽州の名城「上山城」がそびえ、武家
屋敷といった歴史情緒あふれる街並みを散策できます。旅館の近く
には里山があり、雄大な蔵王連峰を眺めながら秋は紅葉、冬は和か
んじきを履いてのウォーキングなど季節ごとの自然体験を満喫。歩
いた後は「あたたまりと美肌の湯・かみのやま温泉」でリフレッシ
ュするのもオススメです。

真冬の熱い民俗行事「加勢鳥」
寒さ厳しい２月11日の建国記念日に、さらし姿に稲わらで作った

ケンダイをまとい「カッカッカー」と声を上げながらまちを練り歩
くお祭りです。加勢鳥に祝い水をかけ、火伏せと商売繁盛を願う全
国でも珍しい民俗行事です。みなさんも水をかけて盛り上がりまし
ょう！

果樹のまち「果
か

味
み

の山」
上山では「平棚仕立栽培」という方法で西洋ナシ「ラ・フランス」

を栽培しています。枝を平たく這わせることで太陽の恵みをたっぷ
り吸収し、生産者の高い技術で甘くとろける果肉と高貴な香りがす
るラ・フランスを生産し、首都圏の市場でも人気を得ています。

また、日本でもトップクラスのワイナリーと高品質のぶどうを栽
培する農家がいる上山市。昼夜の寒暖差が大きい土地柄から生み出
される魅力あるワインは、日本各地にファンを増やしています。上山
では、他にも季節ごとに美味しい果物がたくさん作られていますよ。

（写真提供）上山市観光課

『また来たくなるまち　ずっと居たいまち　クアオルトかみのやま』 上山市
（山形県）

山形事業所

山形県の南東部に位置する上山市は、人口約３万１千人で、開湯560年の歴史ある“かみのやま温泉”
をはじめ、蔵王連峰の懐に抱かれた、城下町・温泉町・宿場町の三つの顔をあわせ持つ全国でも珍し
いまちです。

歴史・文化、果樹をはじめとする食、 四季折々に姿を変える自然環境など、豊富な地域資源を生かし、
全国に先駆けドイツの「クアオルト（健康保養地）」を手本としたまちづくりに取組んでいます。里山
を活用した健康ウォーキングをはじめとし、食、温泉で住む人・訪れる人が元気になれるまちです。

里山を活用した健康ウォーキング

民俗行事「加勢鳥」

上山城＆ワイン 

◎山形県上山市
■交 通 手 段／［電 車 利 用］�奥羽本線かみのやま温泉駅を出てすぐ目の前の「かみのやま温泉観

光案内所」にて観光スポットをご案内いたします。
　　　　　　　　［自動車利用］「かみのやま温泉観光案内所」まで山形上山ＩＣより車で約15分
■問い合わせ先／上山市観光課　TEL023-672-1111　URL：http://www.city.kaminoyama.yamagata.jp/ QRコード
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一　　般
財団法人

組織力と高度な技術力でお客さまをサポート
24時間体制で迅速・確実に組織力で
電気トラブルに対応いたします
24時間体制で迅速・確実に組織力で
電気トラブルに対応いたします

夜間、休日を問わず24時間
の出動体制で迅速に電気ト
ラブルに対応いたします。

落雷や風水害などによる同
時多発の停電事故も各事業
所が拠点となり、組織力で
確実に早期復旧いたします。

1

24時間監視システムで設備の
安全と省エネをサポートいたします
24時間監視システムで設備の
安全と省エネをサポートいたします2

低圧絶縁監視システム
（写真左）

高圧絶縁監視システム

エネルギー監視サービス

（写真右）

3 各種研修と技術開発で
技術提供いたします

4 電気をお使いのまま
年次点検を実施します
（無停電年次点検）

5 受電設備保証保険に
加入しています

6 電気安全セミナーを
実施いたします

のご案内
無料で実施しております

電気安全セミナー

   電気安全セミナーとは
●お客さまが正しい電気の取扱いを学び、職場の電気事故を防止するための職場内講習会です。

   電気安全セミナーの内容は
●協会職員がお客さまの事業所に出向いて、無料で実施いたします。
●講習は、お客さまのご希望に沿ったテーマについて、テキストや DVD、パソコン等を使用

し実施いたします。
●開催は平日のみですが、お時間はお昼休みも含めお客さまのご要望にお応えいたしますの

で、お気軽にお申し付けください。


